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熊本博物館 2階研修室
博物館入場料のみ
14:00～ 15:30

●7月 24日 (土 )

「最新の加藤清正研究を語る」

講師 :吉村豊雄 氏 (熊本大学文学部教授)

● 8月 7日 (土 )

「加藤清正公と本妙寺」

講師 :池上正示 氏 (本妙寺副住職)

08月 21日 (土 )

『神 にな った清 正公 ―加藤神社の創建とその変尋 ―』

講師 :湯田榮弘 氏 (加藤神社宮司)

●固国目日D熊本市立熊本博物館
〒860-0007 熊本市古京町 3-2
丁EL:096-324-3500 FAX:096-351-4257
http://Webkoukai―server kumamotO― kmm ed」 p/

特別講演会
平成 22年 (2010

7月 17

簡1面鋼 :午前 9時～午
爾爾纂碑 月曜日 (祝 日の場合は翌

大人・高校生 300円 /小・

∈ |~罹 :熊本市立熊本博物館
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:熊本日日新聞社・NHK
テレビ熊本・くまもと県民テ
エフエム熊本・FM791
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菅原道真、平将門、豊臣秀吉、徳川家康 000

日本の歴史上実在した人物が神格化されて、今なお

人々の信仰の対象とされています。熊本の町づくりの

基礎を築いた戦国武将・加藤清正もその一人です。

城づくりや虎退治など、その政治手腕や勇猛さからエピソー

ドに事欠かない加藤清正は、彼の死後、「清正公信仰」 (せいしょ

うこうしんこう)と して人々に祀られ、江戸時代後半には日本

中に流布しました。熊本では、親しみを込めて『せいしょこさ

ん」と二重の敬称をつけて呼ばれています。

一国の大名に過ぎなかった彼が、なぜそれほどまでに人々の

信仰を集めたのでしょうか。人々はどのような祈りを彼に込め

たのでしょうか。

加藤清正没後 400年を迎える今、本展示会では、加藤清正

生前の業績だけではなく、彼の死後における人々との関わりに

焦点を当て、「清正公信仰」とは何かに迫ります。

〒860-0007 熊本市古京町 3-2
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簸愈市立
蒙意博物館
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●E□ を点線に沿って切り取る
●□から回を番号順に折る
●最後の回は兜の中へ入れ込む

●点線の折り方

【交通のご案内】
交通センターまたは市役所前下車、徒歩 20分
熊本城周遊バス (交通センター 6番のりば)で
博物館・旧細川刑部邸前下車

杉塘または段山町下車、徒歩 8分
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博物館専用駐車場はありません
三の丸有料駐車場をご利用下さい
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清正公の兜を折 つてみ よ う
きよまさこう  かぶと  お

山折 り

谷折 り

博物館のホーム

ページで折紙の

詳しい折り方が

こ覧になれます
熊本博物館

長鳥帽子形兜の折り方もココ凩!忘 完 成 図


